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は
厚
生
省
の
関
係
者
が
務
め
て
下
さ

い
ま
し
た
。
特
に
５
代
目
の
理
事
長

に
は
当
時
浴
風
会
会
長
の
大
山
正
先

生
が
務
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
先
生

は
あ
る
時
、
浴
風
会
で
開
催
さ
れ
た

老
人
福
祉
に
関
す
る
研
修
会
で
私
を

探
し
、「
部
下
の
大
月
夫
妻
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
の
穏
や
か
な
お

声
で
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
事
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
６
代
目
實
本

博
次
・
７
代
目
角
田
耕
一
そ
し
て
9

代
目
を
板
山
賢
治
さ
ん
が
お
務
め
に

な
り
ま
し
た
。
歴
代
の
厚
生
省
O

Ｂ
は
我
が
国
盲
人
福
祉
の
た
め
に
力

を
注
が
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
そ
し
て
私
は
10
代
目
と
し

て
5
期
10
年
、
理
事
長
を
務
め
ま
し

た
。
今
日
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
誠
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
学
ぶ
姿
勢
・
心
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
、
京
極
高
宣
理

事
長
の
主
催
さ
れ
る
福
祉
法
人
経
営

学
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
学

ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
生
涯

の
宝
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
半
世
紀
も

前
、
浴
風
園
園
長
だ
っ
た
芦
沢
威
夫

先
生
に
老
人
福
祉
に
関
す
る
歴
史
や

将
来
の
展
望
な
ど
い
ろ
い
ろ
ご
指
導

い
た
だ
き
、
昭
和
46
年
７
月
22
日
に

は
、
聖
明
園
の
職
員
研
修
会
に
も
講

師
と
し
て
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ご
自
宅
に
も
お
招
き

を
い
た
だ
き
亡
妻
と
共
に
参
上
し
た

こ
と
も
懐
か
し
く
心
に
残
り
ま
す
。

こ
れ
ら
全
て
、
人
と
の
出
会
い
、
も

っ
と
も
っ
と
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
幸

せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

露
口
長
浴
風
会
常
任
顧
問
は
（
ま

だ
ま
だ
お
若
か
っ
た
、
厚
生
省
の
新

進
気
鋭
の
職
員
で
し
た
が
）、
今
も

交
流
が
続
き
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ

と
の
出
来
る
幸
せ
を
感
謝
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

卒
寿
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
私

は
、
全
国
盲
老
人
福
祉
施
設
連
絡
協

議
会
の
理
事
長
職
を
辞
し
、
後
任
に

中
村
秀
一
先
生
を
迎
え
、
今
後
は
名

誉
会
長
と
し
て
微
力
を
尽
く
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ッ
と
肩
の
荷
を

下
ろ
し
た
思
い
で
す
。

「
す
べ
て
は
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
」
～
浴
風
会
と
私
～

社
会
福
祉
法
人
　
聖
明
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
本
間
　
昭
雄

　

こ
れ
は
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な

気
が
す
る
が
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
、
行
政
官
と

し
て
社
会
福
祉
の
基
礎
作
り
に
全
力

投
球
さ
れ
た
今
は
亡
き
板
山
賢
治
さ

ん
、
浴
風
会
理
事
長
を
務
め
た
方
の

出
版
さ
れ
た
著
書
名
で
あ
り
ま
す
。

　

二
十
歳
の
時
、
医
療
事
故
で
失
明

し
た
私
は
社
会
事
業
家
の
末
席
を
汚

し
て
63
年
、
ま
さ
に
す
べ
て
出
会
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
人
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
悶
々
と
闘
病
生
活
を
過
ご

し
た
後
、
社
会
事
業
専
門
学
校
の
門

を
た
た
き
ま
し
た
。
仲
村
優
一
・
五

味
百
合
子
・
鷲
谷
善
教
・
垣
内
芳
子

他
諸
先
生
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
板
山
さ
ん
は
研
究
科
、
私
は

専
修
科
の
2
期
生
で
し
た
。
暗
中
模

索
の
中
か
ら
視
覚
障
害
者
福
祉
の
法

人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
厚
生
省
通
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
前
後
の
事
で
す
。

　

日
本
赤
十
字
本
社
講
堂
で
発
足
し

た
日
本
盲
人
社
会
福
祉
施
設
協
議
会

の
会
員
と
し
て
、
長
く
理
事
・
評
議

員
を
務
め
ま
し
た
。
歴
代
の
理
事
長

　

第
二
南
陽
園
の
、
桜
の
木
を
宿
木
に
し
た
藤
の
花
が
見
頃
で
す
。
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老
健
事
業

（
１
）
目
標
利
用
率
の
達
成

（
２
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実

（
３
）
療
養
及
び
在
宅
復
帰
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
推
進

（
４
）
退
所
後
の
在
宅
生
活
継
続
に
対
す
る
支
援

機
能
の
充
実

（
５
）
生
計
困
難
者
等
の
利
用
者
の
受
入
れ
促
進

３ 

老
人
福
祉
事
業

　
　
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

（
１
）
多
様
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
高
齢
者
に
対

し
て
、
居
住
支
援
、
生
活
支
援
等
を
行
う
と
と
も

に
、
施
設
が
有
す
る
機
能
を
活
用
し
た
地
域
貢
献

策
を
展
開
す
る
。

（
２
）
研
修
や
職
場
体
験
活
動
等
の
積
極
的
受
入

れ
、
ま
た
地
域
と
の
交
流
の
機
会
を
大
切
に
す
る

な
ど
し
て
、
社
会
貢
献
や
地
域
と
の
協
働
を
進
め

る
。

（
３
）
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
く
支
援
の
充
実
、

生
活
環
境
の
向
上
等
に
努
め
る
な
ど
し
て
、
誰
も

が
安
ん
じ
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

（
４
）
各
施
設
が
行
う
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
イ

ベ
ン
ト
等
の
内
、
他
施
設
の
利
用
者
も
参
加
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り

利
用
者
が
選
択
を
拡
大
し
、
相
互
の
交
流
が
可
能

と
な
る
よ
う
情
報
の
共
有
化
を
進
め
る
。

（
５
）
研
修
等
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
専
門
性

の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
良
好
な
人
間
関
係
を
構

築
、
維
持
す
る
能
力
や
説
明
、
調
整
能
力
等
を
養

う
な
ど
し
て
、
各
職
種
間
の
連
携
が
確
保
さ
れ
た

働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
。

（
６
）
施
設
運
営
に
必
要
な
人
材
の
確
保
、
サ
ー

ビ
ス
の
標
準
化
に
よ
る
効
果
的
業
務
の
遂
行
、
行

政
や
医
療
機
関
等
の
関
係
先
と
の
協
調
関
係
を
構

築
す
る
な
ど
し
て
、
施
設
の
安
定
的
、
持
続
的
な

経
営
基
盤
の
確
保
を
進
め
る
。

じ
た
地
域
交
流
の
推
進

（
２
）
研
修
、
職
場
体
験
活
動
等
の
積
極
的
受
入

れ
や
各
種
講
座
の
開
催
等
の
推
進

（
３
）
介
護
フ
ェ
ア
の
開
催
、
カ
フ
ェ
事
業
等
に

よ
る
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
実
施

２　

利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（
１
）
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
充
実

（
２
）
在
宅
支
援
機
能
（
訪
問
診
療
・
看
護
等
）

の
強
化

（
３
）
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
推
進

（
４
）
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
寧
に
過
ご
せ
る
地

域
づ
く
り
の
実
施

（
５
）
各
種
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底　

３　

安
定
的
な
経
営
基
盤
の
確
保

（
１
）
質
の
高
い
人
材
の
確
保

① 

会
の
特
長
を
活
か
し
た
採
用
活
動
の
実
施

② 

正
職
員
登
用
試
験
の
実
施

③ 

研
修
制
度
及
び
福
利
厚
生
制
度
の
充
実

④ 

労
働
安
全
衛
生
の
推
進

⑤ 

障
害
者
雇
用
、
外
国
人
雇
用
の
推
進　
　

（
２
）
堅
実
な
財
務
運
営
基
盤
の
形
成

① 

計
画
利
用
率
の
確
保
・
達
成

② 

予
算
執
行
管
理
の
徹
底
と
コ
ス
ト
意
識
の
向
上

③ 

既
存
事
業
の
見
直
し
と
新
規
事
業
実
施
の
検
討

④ 

財
政
の
将
来
見
通
し
の
策
定

（
３
）
法
人
機
能
の
充
実

① 

法
人
組
織
（
本
部
事
務
局
、
企
画
開
発
本
部
、

事
業
本
部
、
人
材
確
保
対
策
本
部
、
地
域
公
益
活

動
推
進
本
部
、
各
事
業
部
門
）
の
活
性
化
に
よ
る

業
績
の
向
上

② 

経
営
企
画
会
議
等
に
よ
る
諸
課
題
の
検
討
及

び
対
処
方
針
の
決
定

③ 

情
報
公
開
の
推
進
及
び
防
災
対
策
の
推
進

　

高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
十
分
果
た
す
た
め
の
機
能
を
強
化
し
、

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
支
援
の
中
核
と
な
る
べ
く

取
組
を
進
め
る
。

（
１
）
当
院
の
機
能
や
医
療
資
源
を
地
域
に
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
開
か
れ
た
病
院
づ
く
り
を

進
め
、
外
来
患
者
の
確
保
に
努
め
る
。

（
２
）
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
と
し
て
、
急
性

疾
患
に
よ
り
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
自
宅
・
介

護
施
設
の
高
齢
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
（
又

は
他
医
療
機
関
に
紹
介
）、
治
療
終
了
後
の
切
れ

目
な
く
在
宅
療
養
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
３
）
地
域
で
安
心
し
て
療
養
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
訪
問
診
療
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
の
強
化
・

推
進
を
図
る
。
ま
た
、在
宅
支
援
事
業
の
安
定
化
・

拡
充
を
踏
ま
え
、
会
内
事
業
と
の
連
携
・
統
合

化
な
ど
の
検
討
に
取
組
む
。

（
４
）
地
域
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関

と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

（
５
）
よ
り
質
の
高
い
看
取
り
を
目
指
し
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
期
に
お
け
る
医
療
及
び
ケ
ア
の
充
実
を

図
る
。

（
６
）
診
療
報
酬
の
改
定
を
踏
ま
え
、
新
た
な
施

設
基
準
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
在
院

日
数
の
短
縮
、
在
宅
復
帰
率
の
向
上
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
進
、
差
額
病
床
の
適
正
か

つ
効
率
的
な
運
用
を
図
る
な
ど
、
診
療
収
入
の

向
上
に
取
組
む
。

（
7
）
職
員
、
一
人
ひ
と
り
が
常
に
問
題
意
識
を

持
っ
て
業
務
改
善
、
経
費
の
削
減
及
び
効
率
化

に
努
め
、
安
定
的
な
運
営
に
努
め
る
。

　

平
成
30
年
度　

浴
風
会
事
業
計
画
（
概
要
）
に
つ
い
て　
　
　

   

総
務
部
長　

浅
井　

敏
男

Ⅰ　

基
本
方
針

１　

地
域
と
の
協
働
と
社
会
貢
献

（
１
）
施
設
設
備
の
開
放
、
人
材
の
派
遣
等
を
通

Ⅱ　

重
点
事
項

Ⅲ 

各
事
業
計
画
概
要

１ 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
、
財
務
規
律
の
強
化
、
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
な
ど
の
実
施
と
い
っ
た
社

会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
を
着
実
に
推

進
す
る
。

　

ま
た
、
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
改
定
を
踏

ま
え
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
質
の
高
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
な
ど
に
鋭
意
取
り
組
む
。

　

一
方
、
法
人
の
持
続
的
な
成
長
を
可
能
と
す

る
た
め
、
質
の
高
い
人
材
の
確
保
、
安
定
的
な

経
営
基
盤
の
構
築
と
い
っ
た
取
組
に
も
努
め
る
。

２　

当
会
と
し
て
一
体
化
し
た
広
報
計
画
の
下
、

２
０
２
５
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
当

会
の
歴
史
や
理
念
を
踏
ま
え
、
中
長
期
計
画
策

定
に
取
り
組
み
つ
つ
、
実
施
事
業
の
現
状
や
方

向
性
等
に
つ
い
て
、
適
時
適
切
に
情
報
発
信
し
、

も
っ
て
会
内
外
関
係
者
の
理
解
と
信
頼
の
確
保

に
努
め
る
。

３　

こ
れ
ら
の
取
組
に
当
た
っ
て
は
、
経
営
企

画
会
議
の
下
、
本
部
事
務
局
、
企
画
開
発
本
部
、

事
業
本
部
、
人
材
確
保
対
策
推
進
本
部
、
地
域

公
益
活
動
推
進
本
部
と
い
っ
た
本
部
組
織
、
ま

た
病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
各
事
業

部
門
が
部
門
を
超
え
て
密
接
に
連
携
し
、
組
織

を
挙
げ
て
対
処
す
る
。

　

ま
た
、
全
職
員
が
、
浴
風
会
職
員
で
あ
る
こ

と
に
誇
り
を
持
ち
、
多
職
種
協
働
で
各
々
職
務

に
邁
進
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

１　

浴
風
会
病
院
事
業



3

社会福祉法人　浴　 風 　会　（総合老人福祉施設） 平成 30 年５月１日発行第 397 号

（
12
）介
護
報
酬
の
、新
規
加
算
を
算
定
す
る
。（
全

事
業
）

５ 

地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業  

（
１
） 

高
井
戸
地
区
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
、
地
域
の
見
守
り
、
安
否
確
認
、

生
活
支
援
の
担
い
手
づ
く
り
な
ど
の
生
活
支
援
体

制
の
整
備
に
取
り
組
み
、
認
知
症
な
ど
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
。

（
２
） 

ケ
ア
24
高
井
戸
は
、
在
宅
医
療
地
域
ケ
ア

会
議
等
を
通
じ
て
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
や
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
元

気
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
や
互
助
を
推
進
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
。

（
３
）  
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、
医
療
と
介
護

の
連
携
の
推
進
を
視
野
に
入
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
業
務

の
充
実
を
図
り
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
適

切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。 

（
４
）
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
会
内
外
の

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
的
体
制

を
確
保
し
て
業
績
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合

事
業
や
、
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
適

切
に
実
施
す
る
。

（
５
）
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合
住
宅
）
の

相
談
事
業
は
、
区
内
11
か
所
の
Ｌ
Ｓ
Ａ
が
高
齢
者

の
見
守
り
や
相
談
を
通
じ
て
、
安
全
安
心
な
在
宅

生
活
を
支
援
す
る
。

（
６
） 

よ
く
ふ
う
保
育
園
は
、
受
託
事
業
者
・
上

水
保
育
園
と
連
携
し
、
職
員
の
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
保
育
需
要
に
も
柔

軟
に
対
応
す
る
。

６ 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
事
業

（
１
） 

国
家
戦
略
で
あ
る
認
知
症
施
策
推
進
総
合

戦
略
～
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
～
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
推
進
に

係
る
調
査
・
研
究
・
研
修
等
を
前
年
度
に
引
き
続

き
行
い
、認
知
症
国
家
戦
略
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

（
２
）  

研
究
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

時
々
の
国
策
に
応
じ
た
課
題
に
つ
い
て
は
「
厚
生

労
働
省
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
」、
基
礎
的

な
課
題
や
セ
ン
タ
ー
の
独
自
性
に
基
づ
く
課
題
に

つ
い
て
は
、「
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費
」、「
日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
研
究
費
」、「
厚

生
労
働
科
学
研
究
費
」、「
文
部
科
学
研
究
費
」、「
生

活
協
同
組
合
・
民
間
財
団
研
究
助
成
金
」
等
を
活

用
し
研
究
を
行
う
。

（
３
）  

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
研
究
で

あ
る
認
知
症
ケ
ア
レ
ジ
ス
ト
リ
研
究
を
実
施
す

る
。
当
面
、
全
国
認
知
症
介
護
指
導
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
の
協
働
に
よ
り
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る

登
録
数
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
浴
風
会
内
の
3

特
養
と
も
密
に
連
携
し
登
録
を
推
進
す
る
。

（
４
）  

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
お
け
る
認
知
症
介

４ 
介
護
保
険
事
業  （
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

（
１
）
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
。(
特
養)

（
２
）
東
京
都
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
認

定
を
受
け
、
生
活
困
窮
者
の
就
労
の
機
会
を
提
供

す
る
。（
特
養
）

（
３
）
障
害
者
雇
用
を
支
援
す
る
杉
並
区
事
業
団

及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
施
設
外
就
労
訓
練
生
及
び
若

者
の
就
労
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
訓
練
生
を

受
け
入
れ
、
就
労
を
支
援
す
る
。(
特
養)

（
４
）
身
体
拘
束
廃
止
に
対
す
る
取
組
を
よ
り
一

層
強
化
し
、
不
適
切
な
介
護
防
止
に
関
す
る
悉
皆

研
修
を
実
施
す
る
。（
特
養
）

（
５
）
厚
生
労
働
省
が
改
訂
し
た
「
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
、
浴
風
会
病

院
と
の
協
働
の
下
に
看
取
り
介
護
体
制
を
さ
ら
に

推
進
す
る
。（
特
養
）

（
６
）
適
切
な
医
療
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
、

医
師
・
看
護
師
・
相
談
員
・
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
等
多

職
種
に
よ
る
医
療
連
携
ケ
ア
の
向
上
を
図
る
。（
特

養
）

（
７
）
キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
に
継
続
し
て
取
り
組

み
、
ア
セ
ッ
サ
ー
21
名
に
よ
る
職
員
の
レ
べ
ル
認

定
を
実
施
す
る
。(

特
養)

（
８
）
会
内
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修
の
他
、
3
特

養
合
同
で
中
途
採
用
介
護
職
員
対
象
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
研
修
等
を
実
施
す
る
。(

特
養)

（
９
）
医
療
連
携
体
制
加
算
体
制
の
下
、
浴
風
会

病
院
と
連
携
し
て
健
康
管
理
を
行
う
。（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
）

（
10
）
安
定
し
た
経
営
基
盤
確
立
の
た
め
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
図

る
。（
南
陽
園
・
第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）

（
11
）
目
標
利
用
率
を
達
成
す
る
。（
全
事
業
）

平成30年度資金収支予算
単位：千円

   支　出　予　算　額

養護　浴風園 478,731 478,731 0

軽費　松風園 379,580 379,580 0

軽費　ケアハウス 185,959 183,431 2,528

1,044,270 12.2% 1,041,742 12.2% 2,528

特養　南陽園 1,138,968 1,137,406 1,562

特養　第二南陽園 707,187 702,187 5,000

特養　第三南陽園 1,067,151 1,064,260 2,891

南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 50,373 49,749 624

第二南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 92,300 92,300 0

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑひまわり 106,574 106,544 30

ヘルパーステーション 66,358 61,357 5,001

3,228,911 37.8% 3,213,803 37.8% 15,108

3,022,323 35.4% 3,018,173 35.5% 4,150

605,935 604,959 976

認知症介護研究研修ｾﾝﾀｰ 312,621 312,017 604

本部事務局 177,295 175,815 1,480

4,118,174 48.2% 4,110,964 48.3% 2,084

8,391,355 98.3% 8,366,509 98.3% 24,846

49,879 49,407 472

28,655 28,638 17

37,073 37,005 68

12,088 11,846 242

127,695 1.5% 126,896 1.5% 799

17,400 0.2% 17,060 0.2% 340

8,536,450 100.0% 8,510,465 100.0% 25,985

老健　くぬぎ

居宅介護支援事業所

予 備 費収　入 予　算　額

老人福祉事業計　（ａ）

公益事業合計　（e）

区　　　　分

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

収益事業　（f）

公
　
益
　
事
　
業

総　計　　（ｄ＋ｅ＋ｆ）

社
　
　
会
　
　
福
　
　
祉
　
　
事
　
　
業

よくふう保育園

介護保険事業計　（ｂ）

本部等事業小計　（ｃ）
社会福祉事業合計

（ｄ＝ａ＋ｂ＋ｃ）

ケアスクール

浴風会病院 護
指
導
者
養
成
研
修
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修
を
継
続
的
に

実
施
し
、
推
進
員
と
指
導
者
が
各
圏
域
で
協
働
す

る
こ
と
に
よ
り
、
医
療･

介
護
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
や
認
知
症
対
応
向
上
に
努
め
る
。

（
５
）
認
知
症
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
啓
発

や
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
・
家
族
が
安
寧
に

過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

（
６
）  

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
杉
並
区
と
の

協
働
に
よ
り
、
区
民
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

や
区
の
認
知
症
関
連
事
業
等
に
寄
与
す
る
。

（
７
） 

セ
ン
タ
ー
事
業
の
評
価
及
び
運
営
に
資
す

る
た
め
に
、外
部
委
員
か
ら
な
る
「
運
営
協
議
会
」

を
開
催
し
、
研
究
・
研
修
等
事
業
全
般
に
つ
い
て

の
評
価
を
受
け
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
適
切
な
事

業
運
営
を
行
う
。
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浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

︻
本
部
事
務
局
︼

南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

︻
介
護
保
険
事
業
︼

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

★
各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
︑お
気
軽
に
御
連
絡
下
さ
い
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
・
工
藤
）

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３

Ｃ
a
ｆ
é
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

浴風会の動き
　　         （４月）

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

4 月 11 日お花まつり（於：礼拝堂）

2
日　
「
採
用
等
辞
令
交
付
式
」
開
催
（
新

採
用
40
名
）

～
3
日　
「
新
入
職
員
研
修
会
」
開
催

11
日　
「
花
ま
つ
り
」
開
催

12
日　

厚
生
労
働
省
老
健
局
総
務
課
認
知

症
施
策
推
進
室
井
上
室
長
補
佐
他
3
名
見

学17
日　

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域

福
祉
課 

玉
城
地
域
福
祉
専
門
官
見
学

18
日　

東
京
都
福
祉
保
健
局
高
齢
社
会
対

策
部
新
人
職
員
8
名
見
学

29
日　

天
理
教
杉
並
支
部
の
皆
様
に
よ

り
、
構
内
の
環
境
美
化
の
奉
仕
を
賜
り
ま

し
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
井
）

4
日　

お
花
見
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お

食
事
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

5
日　

絵
手
紙
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
新
し
い
講
師
、
花
咲
先
生
が
担

当
と
な
り
ま
し
た
。

17
日　

今
月
の
歩
こ
う
会
は 

神
代
植
物
公

園
に
行
き
ま
し
た
。
春
の
風
を
浴
び
な
が

ら
の
お
散
歩
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
隈
本
）

松
風
園　
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

　

新
年
度
よ
り
介
護
報
酬
の
改
定
が
あ

り
、
ご
利
用
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
客
様
に
は
、
比
較

表
な
ど
の
書
面
に
て
変
更
内
容
の
ご
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご

家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

第
二
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

浴
風
園　
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

︻
老
人
福
祉
事
業
︼

４
日　

お
花
見
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
例

年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
に
残
念
な
が
ら
満

開
時
期
は
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お

昼
に
お
花
見
弁
当
を
ご
用
意
し
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

プ
ロ
ッ
プ
Ｋ
の
皆
様
の
ご
協
力
で
ダ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て
ダ
ー
ツ

を
行
う
方
も
ボ
ー
ド
に
う
ま
く
投
げ
込
ま

れ
、
皆
様
笑
顔
で
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

17
日　

高
尾
霊
園
へ
参
拝
い
た
し
ま
し

た
。
バ
ス
３
台
で
計
33
名
の
ご
利
用
者
様

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
し
た
が
大
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
り

は
道
の
駅
で
の
買
い
物
を 

お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
﨑
）

60
名
。

　

次
回
は
5
月
14
日(

月)

11
時
30
分
～
15
時
、
本
館
１
階

第
三
会
議
室
に
て
開
店
い
た
し

ま
す
。
パ
ン
、
焼
き
菓
子
、

コ
ー
ヒ
ー
の
他
素
敵
な

小
物
の
販
売
と
、
折
り

紙
な
ど
一
緒
に
楽
し
め

る
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
店
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

11
日　

よ
く
ふ
う
語
ろ
う
会(

認
知
症
介

護
家
族
会)

22
名
参
加
。　
　
　

  　
（
鈴
木
）

11
日　

花
ま
つ
り
。
礼
拝
堂
で
灌
仏
会
法

要
が
行
わ
れ
、
花
御
堂
が
各
フ
ロ
ア
を
回

り
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
に
お
参
り
し
、
甘

茶
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
気
の
良
い
日
は
構
内
に
散
歩
に
出
か

け
て
い
ま
す
。
保
育
園
の
子
供
た
ち
が
芝

生
の
上
で
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
姿
を

見
て
、
ご
利
用
者
の
皆
様
も
ほ 

っ
こ
り
‼

心
も
体
も
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。　
（
丸
山
）

１
日　

2
名
の
新
人
職
員
と
施
設
間
異
動

者
1
名
の
職
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

12
日　

花
ま
つ
り
で
花
御
堂
の
巡
行
が
あ

り
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
注
ぎ
お

祝
い
を
行
い
、
甘
茶
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
な
り
、
登
用
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

4
名
、
事
務
員
1
名
と
新
人
ケ
ア
ワ
ー
カ

ー
2
名
が
新
た
に
南
陽
園
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
研
修
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
配
属
先
で
の
勤
務
が
始
ま
り
ま
し

た
。

 

1
日　

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
開
講
。

受
講
生
13
名
。

9
・
27
日　

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

ウ
ッ
ド
開
店
。
来
店
者
9
日
46
名
、
27
日

３
日　

八
重
桜
の
季
節
に
お
花
見
会
を
催

し
ま
し
た
。
お
昼
は
食
堂
で
松
花
堂
弁
当

を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は

カ
ラ
オ
ケ
で
み
な
さ
ん
御
自
慢
の
美
声
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

19
日　

高
尾
霊
園
参
拝
に
行
き
ま
し
た
。

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
雨
に
降
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
、
山
桜
を
楽
し
み
な
が
ら

懐
か
し
い
方
々
を
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。

帰
り
は
︹
木
曽
路
︺
で
昼
食
、
そ
の
あ
と

道
の
駅
で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   　
（
宮
中
）
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︻
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
︼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ケ
ア
24
高
井
戸

杉
並
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ア
24
高
井
戸　

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
４
９
５

︻
病
院
事
業
︼

浴
風
会
病
院

老
健
く
ぬ
ぎ　
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

︻
研
究･

研
修
他
︼　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

19
日　

山
口
塾
１
日
目(

東
京
セ
ン
タ
ー

･

63
名
参
加)

20
日　

山
口
塾
２
日
目(

東
京
セ
ン
タ
ー
・

１
２
９
名
参
加)

　

４
月
23
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
、
空
調

機
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。
会
内
に
大
型

ク
リ
ー
ン
車
が
工
期
中
６
回
ほ
ど
往
来
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、

 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　

 

（
村
上
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

１
～
８
日　

お
花
見
週
間
。
皆
様
で
お
花

見
に
行
き
ま
し
た
。
満
開
の
桜
を
見
て
皆

様
、「
わ
ぁ
、
き
れ
い
ね
」
と
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
春
の
陽
気
が
と
て
も

心
地
よ
く
感
じ
ま
し
た
。

1
日　

開
園
記
念
日
。
天
気
も
良
か
っ
た

の
で
お
や
つ
は
外
で
頂
き
ま
し
た
。「
外

で
食
べ
る
の
も
い
い
わ
ね
。 」
と
笑
顔
で

和
菓
子
を
召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。

11
日　

花
ま
つ
り
。
花
御
堂
に
祀
ら
れ
た

お
釈
迦
様
の
像
に
甘
茶
を
注
ぎ
、
生
誕
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

13
日　
︹
か
ご
の
屋
︺
へ
外
食
に
行
き
、
い

つ
も
と
違
う
お
店
の
雰
囲
気
や
お
食
事
を

皆
様
で
楽
し
み
な
が
ら
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
下
）

27
日　

角
笛
幼
稚
園
の
園
児
が
来
園
し
、

素
敵
な
歌
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

4
月
も
、
高
混
ク
ラ
ブ
・
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
等
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
、
素
敵
な
歌
や
作
品
づ
く
り
を
一

緒
に
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
山
崎
）

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）

 

★
ご
見
学
の
お
問
い
合
わ
せ
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◎
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
１
４
０　
　

 　

午
前
中
の
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
手
工

芸
に
は
、
作
品
作
り
・
書
道
・
絵
手
紙
が

あ
り
ま
す
。
作
品
は
、
ビ
ー
ズ
・
和
紙
・

太
目
の
糸
を
使
う
も
の
を
中
心
に
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
色
や
模
様
次
第
で
雰
囲
気

が
変
わ
り
ま
す
。
手
先
を
使
い
集
中
で
き

る
こ
と
は
、
一
種
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
る

よ
う
で
す
。
10
時
半
～
11
時
半
の
間
で
ご

見
学
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
尾
滝
）

◎
０
３
︱
３
３
３
２
︱
６
５
１
１
︵
代
表
︶

を
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
行

く
の
か
模
索
を
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
昨

今
、
人
の
暮
ら
し
方
も
価
値
観
も
多
種
多

様
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
達
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
家
族
介

護
教
室
等
を
と
お
し
て
、
地
域
で
の
暮
ら

し
や
人
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
場
を
設
け

て
い
く
予
定
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
生
き

方
に
触
れ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
て
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
是
非
、
皆
様
の
お
声
を
お
聞
か

せ 

下
さ
い
！ 　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
尾
関
）

11
日　

花
ま
つ
り
で
は
、

花
御
堂
が
各
施
設
を
周
り

お
釈
迦
様
に
手
を
合
わ
せ
て

甘
茶
を
頂
き
ま
し
た
。

18
日　

ピ
ア
ノ
演
奏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
き
て
頂
き
ま
し
た
。
素
敵
な
音
色
に

耳
を
傾
け
て
、
ご
利
用
者
の
皆
様
も
、
職

員
も
ほ
っ
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
口
）                            

第
三
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

１
日　

開
園
記
念
日
。
お
祝
い
膳
と
紅
白

饅
頭
で
、
開
園
17
年
目
の
お
祝
い
を
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
第
三
南
陽
園
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
新
人
職
員
が
4
名
入
職
し
ま
し
た
。
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
皆
さ
ん
素
敵
な
笑

顔
で
す
。
新
人
職
員
と
一
緒
に
ベ
テ
ラ
ン

職
員
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
の
4
月
か
ら
、
小
学
校
の
教
科
に

「
道
徳
」
が
復
活
し
ま
し
た
。
そ
の
是
非
は

さ
て
お
き
、
学
校
現
場
も
多
様
な
価
値
観

★
入
所
・
デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利

用
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
︵
代
表
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
︵
入
所
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
４
︵
デ
イ
ケ
ア
︶

　

新
年
度
を
迎
え
、
老
健
く
ぬ
ぎ
に
も
新

し
い
職
員
が
増
え
ま
し
た
。
副
施
設
長
と

し
て
就
任
し
た
和
田
の
他
、
看
護
師
２
名

で
す
。
老
健
く
ぬ
ぎ
が
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

4
月
に
行
わ
れ
た
介
護
報
酬
改
定
に
伴

い
、
在
宅
へ
の
復
帰
、
在
宅
生
活
を
継
続

す
る
た
め
の
支
援
を
更
に
高
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
デ
イ
ケ
ア
で
は
、

ご
家
族
や
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

担
当
者
に
よ
る
会
議
を
定
期
的
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
ご
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
森
屋
）

2
日　

平
成
30
年
度
新
入
職
員
の
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
看

護
師
5
名
、
理
学
療
法
士
1
名
、
作
業
療

法
士
2
名
、
言
語
聴
覚
士
1
名
、
心
理
士

1
名
、
生
活
相
談
員
1
名
、
薬
剤
師
1
名

の
計
12
名
が
理
事
長
か
ら
辞
令
を
渡
さ

れ
、
新
た
に
浴
風
会
病
院
の
一
員
と
し
て

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
地
域
の

方
々
の
お
役
に
立
て
る
様
、
病
院
職
員
一

同
が
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。　
（
中
澤
）
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平
成
30
年
３
月
16
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
15
日

  

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

林　

泰
様
、
宮
沢　

郁
子
様
、

狩
野　

治
男
様

●
ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
16
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
15
日

  

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

林　

泰
様
、
宮
沢　

郁
子
様
、

狩
野　

治
男
様

●
ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

  

ご
芳
志

  

編
集
後
記

今
月
の
巻
頭
言
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

本
間
昭
雄
先
生
は
、
社
会
事
業
界
の
重
鎮
で

す
。
医
家
の
家
系
の
出
で
、
特
に
水
戸
斉
昭

公
の
ご
典
医
だ
っ
た
七
代
目
の
本
間
玄
調
氏

は
、
華
岡
青
洲
や
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
び
、
我

が
国
で
初
め
て
麻
酔
を
用
い
て
膝
下
の
切
断

手
術
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
間
先
生
も
医
学
を
志
し
て
い
ま
し
た
が
、

青
年
期
に
医
療
事
故
で
失
明
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
生
は
幾
多
の
試
練
を
克
服
さ

れ
、
青
梅
に
盲
老
人
ホ
ー
ム
聖
明
園
を
建
設

さ
れ
、
ま
た
、
盲
学
生
の
育
英
資
金
を
創
設

す
る
な
ど
、
全
国
盲
人
福
祉
事
業
の
先
駆
者

の
お
一
人
で
す
。
ピ
ン
と
背
筋
を
張
っ
た
姿

勢
、
に
こ
や
か
な
笑
顔
は
、
初
め
て
お
目
に

か
か
っ
た
四
十
数
年
前
と
全
く
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
ご
活
躍
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。　
　
　
　

　

 浴風会病院　診療案内　⑪

　眼科について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眼科医長　酒井　徳子

眼科では、結膜炎、角膜炎、ドライアイ、白内障、緑内障、網膜疾患等の診療を行っています。当院は
高齢の患者様が多く受診されるため、個々の患者様の全身状態、生活状況を考慮し治療方針を考え、わか
りやすい丁寧な説明を心掛けています。
＜受診について＞

午前の外来の受付時間は月～金曜日の 8 時 30 分から 11 時までで、予約がなくても受診いただけます
が予約の方が優先されます。午後は予約の方のみで視野検査、眼鏡処方、白内障の術前検査、レーザー治
療等を行っています。

初めて眼科を受診される場合、当院の診察券をお持ちの方は予約をとることができます。
初診時は問診、視力検査等に加え散瞳剤を使用して診察を行うことがあり、時間がかかる
ことがあります。受診の際は時間に余裕をもってご来院ください。

なお、疾患の種類により専門の治療が望ましい場合は、近隣の高度医療機関を紹介しております。
＜白内障手術について＞

白内障とは、目の中のレンズ（水晶体）が濁り、視力が低下する、かすんで見える、まぶしいなどの症
状がでる病気です。最も多い原因は加齢によるものです。

レンズの濁りが強くなり、日常生活に支障をきたすようになると手術を検討します。
当院では、片眼で 1 泊 2 日の入院（水曜日午前入院、午後手術、木曜日退院）で手術を

行っています。術後の諸注意、薬剤師による点眼方法の説明を個別に時間をかけて行い、高
齢な患者様にも不安なく手術を受けていただけるよう配慮しています。手術をご希望の場合
は、まず午前の外来を受診しご相談ください。

＜心配な方は受診を＞
視力が低下した、かすんで見える、目が疲れる、物がゆがんで見える、視野が欠けて見える、虫のよう

なものが飛んで見える、目やにがでる、目が赤い、痛い、かゆい、乾く、ゴロゴロする、まぶたが腫れる
など、目の症状で気になることがありましたら、どうぞ当院の眼科を受診ください。

眼科外来：月～金曜日の午前中 

➡お問い合わせ先：浴風会病院　03-3332-6511（代）

︻
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︼

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
http://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/


